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岡山醫科大學細菌學教室(主 任鈴木教授)

渡 邊 眞 澄

[昭和9年8月1日 受稿]

Aus dem Bakteriologischen Institut der Okoyama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. M.. Suzuki).

Uber die Embryonalentwicklung von Paragonimus westermanni.

Von

Masumi Watanabe.

Eingegangen am 1. Angust 1934.

Verf. studierte die Miracidium

entwicklung von Lungendistoma haupt

sachlich mit dem gefarbten Schnitt

praparate derselben Larve, die er aus 

der Distomeneier kunstlich gebrutet 

hatte. Nach seiner genaueren Beobach

tung vertritt er die Ansicht, dass these 

Larve in ihrer Entwicklung mit der 

Schistosomalarve eine sehr grosse Ana

logie hat, weil alle Korperteile und 

Hullmembrane dieses Wurmes sich in 

fast gleicher Entstehungsweise wie bei 

der Schistosomalarve entwickeln. Aber 

einige Organe z. B. die einzellige Druse 

und der linsenartige Korper scheint sich 

bei dieser Larve nicht zu entwickeln.

(Autoreferat.)
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附圖説明

緒 言

肺臓「ヂ ス トマ」ニ於テ其 ノ卵 子 ノ發育 ヲ追

究 シ, Miracidiumノ 完 成 スル ヲ初 メテ觀察

シタ ル ハ 中 濱 氏 ヲ以 テ嚆 矢 トス.其 ノ他

Manson,山 田, Garrison及 ビLeymes,中

川,横 川氏等 ノ本蟲卵子 ノ發育 ニ關 スル研究

ア リテ,本 蟲發育 史上 ニ多大 ノ貢獻 ヲナ セ

リ,而 シテ中川氏 ハ後年亦本蟲 卵 ヲ人工的 ニ

培養 シテ,其 ノ卵子 ノ發育 ヲ觀 察 シ,又 其 ノ

發育 ノ要約 ニ就 テ研究 セ リ.横 川氏 ハ之 ト反

對 ニ,人 工的培養法 ニ依 ラズ,氏 ノ獨特 ノ考

案 ヲ以テ本蟲卵子 ヲ自然的 ニ發育 セシメ,其

ノ自然 的發育 ノ要約 ヲ決定 シ,併 セテ其 ノ發

育仔蟲 ヲ觀察 シテ,本 蟲卵子發育 ニ就 テ幾多

ノ重要 ナル知 見ヲ加ヘタ リ.

然 レ ドモ,上 記諸家 ノ仔 蟲發育 ニ關 スル觀

察 ハ主 トシテ發育卵子 ノ生體 ニ就 テ行 ハ レタ

ル モノナルガ故ニ,其 ノ卵内 ニ發育 シ來 ル仔

蟲 ノ詳細 ナル構造竝 ニ種 々ノ器 官發 生 ノ機轉

ニ關 スル所見 ハ未 ダ充分 ナ ラズ ト思惟 セラル

ルモ ノア リ.

余ハ嚮 ニ日本住 血吸蟲仔蟲ノ發育 ニ就テ研

究 シ,種々ノ興味 アル知見 ヲ得 タリ.同仔蟲 ノ

構造 ト比較的相良ク似 タ ル本蟲仔蟲 ニ於 テ

ハ,其 ノ發育ニ當 リテ,日 本住血吸蟲仔蟲發

育 ノ研究ニヨリテ得タル所見及 ビ考察ハ如何

ナル程度ニ迄適用 シ得ベキモノナ リヤハ余 ヲ

シテ甚 ダ興味 ヲ感 ゼ シメシ所 ニ シテ,之 等 ハ

即 チ本蟲仔 蟲發育 ヲ切 片染色標 本 トシテ觀察

セ ン トスル本研 究 ヲ企 圖 シタル所以 ナ リ.

此 意味 ニ於テ余 ハ本研 究ニ着 手 シタル モ,

本 蟲卵子 ヲ切 片標本 トナスニ多大 ノ困難 ヲ感

ジ,甚 ダ良好ナル標本 ヲ得 ル能 ハズ,隨 テ期

待 ニ反 シ,其 ノ發育行程 ノ微 細ナ ル點 ニ至 リ

テハ良 ク之 ヲ追 求 スル コ ト能 ハズ シテ,其 ノ

所見未 ダ自ラ満足 スルニ足 ラザル ハ甚 ダ遺憾

トスル所 ナ リ.然 レドモ,幸 ニ シテ本蟲仔蟲

發育 ノ全經 過 ヲ通覧 シ,且 漸 ク之 ヲ了解 シ,

日本住 血吸蟲仔蟲發育 ニ於 テ理解 シタル種 々

ノ器官形成 ノ形式 ヲ本蟲仔蟲 ニ於 テモ2, 3觀

察 シタルモノ アルヲ以 テ,極 メテ詳 細 ナル點

ニ就 テハ他 日追 加記載 スルノ期 ニ讓 リ,茲 ニ

本蟲仔蟲發育 ニ關 スル余 ノ所 見 ノ概 略 ヲ記述

シテ先 進 ノ諸家 ノ高教 ヲ仰 ン トス.

研 究 ノ材料及 ビ方法

本研究 ノ材料 トシテハ本蟲病患者 ハ咯痰内ノ卵

子ヲ用フルヲ可 トスベシト雖モ,本 蟲病患者咯痰

ハ甚ダ多量ニ之 ヲ採集スルコ ト困難ナル事情ニ在

リタルガ故ニ,實 驗的ニ犬ヲ本蟲病ニ罹患セシメ,

即 チ本縣(岡 山縣)産 ノ「モクヅガニ」ニ寄生シタル

本蟲被嚢幼蟲ヲ犬ニ與ヘテ罹患セシメ,其 ノ排泄

スル糞便内ノ卵子ヲ使用セリ.而 シテ此卵子ヲ發

育セシムルニハ簡便ナル人工培養法ニ依 リタルモ

ノニシテ,即 チ本蟲病罹患犬 ノ糞塊ヲ採 リテ,之

ヲ大ナル(内 容1-3立)容 器ニ取 リ,水 ヲ加へ攪

拌 シテ糞塊ヲ良 ク溶解セシメ,其 ノ含有スル蟲卵

ヲ水中ニ遊離セシム.

次 デ之ヲ「ガーゼ」又ハ金屬網ニ依テ濾過 シ,糞

便内ノ種々ノ粗大顆粒及ビ纎維樣物ヲ除去ス,此

濾過糞便液ヲ他 ノ大ナル容器(余 ハ常ニ内徑及ビ
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深 サ各24cmノ 硝 子圓箇 ヲ用ヒタリ)ニ 取 リテ,

之 ニ水ヲ殆 ド1杯 ニ注加 シテ 一定時静置ス,即 チ

液柱ノ最上層ニアル蟲卵 ノ器底ニ沈下スルニ要 ス

ル一定時間静置 シ,蟲 卵ヲ器底ニ集積シタル後ニ

液柱 ノ大半 ヲ「サイフオン」ニ依 リテ排除 シ,更 ニ

新鮮ナル水ヲ注加シテ又一定時静置シ且上層 ノ液

ヲ排除ス.此 操作ヲ數囘反復スル時ハ糞便液ハ大

イニ清澄 トナリ,器 底ニ於ケル沈渣ハ著 シク減少

シ而モ其ノ沈渣内ニハ多數ノ蟲卵 ヲ集合セシメ得

ベシ.斯 クシテ得タル沈渣ヲ無蓋 ノ大形 「シヤー

レ」(内徑17cm,深 サ4cm)ニ 入 レ,水 ヲ注加 シ

テ水高ヲ約1-1.5cmト ナ シ,之 ヲ攝氏25゜ ノ孵

卵器ニ入レテ培養シ,毎 日新鮮ナル水ヲ以テ約2/3

量宛1囘 換水ス.

而 シテ斯ノ如キ培養「シヤーレ」ヲ數箇用意シ,

其 ノ内1箇 ハ生體 ノ儘ニ觀察スルノ用 トシ,毎 日

或ハ隔日其ノ一部ヲ取 リテ逐日發育スル卵子ヲ觀

察シテ切片標本所見 ノ參考 ニ資 ス,他 ノ數箇 ノ

「シヤーレ」ノモノハ固定標本用 トシテ數日ノ間隔

ヲ置キテ其 ノ一部分 ヲ取 リテ逐次固定ス,

以上 ノ如クシテ本蟲卵子ヲ發育セシムル時ハ通

常平均4週 間ニシテ完全ニ發育シタル卵内仔蟲ヲ

多數ニ得ベク,平 均30日 ニシテ完成仔蟲ハ大半

卵殼ヨリ脱出シテ水中ヲ游泳スベシ.

然 レドモ,發 育速カナルモノニ於テハ25日 目

ニ於テ發育完成シ且卵殼ヨリ脱出スルモノアリ,

發育遅延 スルモノニア リテハ35-40日 ヲ要スル

モノア リ.

故 ニ通常4週 ニシテ生體ニ就テノ全發育過程ハ

之 ヲ觀察 シ得ベク,又 數日ノ間隔ニ於テ固定シテ

殆ド全テノ發育期ノ卵 ヲ固定 シ得ベシ.

本蟲卵ノ固定 ニ於テハ染色法 ノ如何 ニ依 リテ

夫々「アルコール」, 5%「 フオルマリン」,及ビ「チ

エンケル」氏液等ヲ用ヒ,切 片標本作製ニ就テハ

次ノ如 ク處置セ リ.

即チ固定シタル本蟲卵子含有ノ沈渣物 ヲ法ノ如

ク「アルコール」,「エーテル,ア ルコール」等 ヲ以

テ處置シ.(此 際(エ ーテル,ア ルコール」ハ少 クト

モ3囘 取換フヲ可 トス)次 デ2%, 4%,及 ビ8%

ノ「チエロイヂン」ニ各少 クトモ10日 間宛入ル,

而 シテ之等 「アルコール」,「エーテル,ア ルコー

ル」及ビ「チエロイヂン」等ヲ通過セシムル間ニ適

當ニ操作 シテ,卵 ヨリ早ク沈下スベキ沈渣物内ノ

小石,砂 粉等 ノ刀刄ヲ傷クベキモ ノヲ除去スルニ

務ム.

斯 クシテ8%「 チエロイヂン」ニ浸スコト10日

ニ及ビタルモノ,即 チ器底ニ沈積シタル卵子及ビ

其 ノ他 ノ沈渣物ハ是ヲ此儘上部 ノ澄明 「チエロイ

ヂン」層ヲ捨テテ硬化セシムル時ハ,其 ノ硬化ノ程

度強キニ過ギ切片標本ハ却ツテ脆弱 トナリ,平 等

ナル連續切片ヲ作ルニハ其 ノ厚サ少クトモ30「 ミ

クロン」ヨリ菲薄ナル能ハズ,隨 テ染色標本 トシ

テ觀察ニ不便ナリ,此 故ニ此卵子含有 ノ沈渣物ヲ

約倍量 ノ「チエロイヂ ン」中ニ攪拌シ混釋シテ其ノ

儘硬化セシムルコトニ依 リテ漸ク12-15「 ミクロ

ン」ノ連續切片ヲ作ルコ トヲ得タリ.

期 クシテ得 タル本蟲卵子 ノ「チエロイヂン」切片

ヲ染色スルニ當 リテハ,日 本住血吸蟲仔蟲發育 ノ

研究ニ於 ケル經 驗ニ ヨ リテ主 トシテ, Hama

toxylin-Eosin染 色 法, Mallory氏 染法竝ニHai

denhain氏Eisenalaunhamatoxylin染 色 法等 ヲ

適當ニ應用セリ,

第1章　 卵黄細胞及 ビ其 ノ變化

1箇 ノ本蟲卵 内ニ在 ル卵黄細胞 ノ數 ハ 正 中

斷面 ニ於 テ通常5-7箇 ナ ルガ故 ニ, 1箇 ノ卵内

ニ於 ケル卵黄細 胞 ノ總數 ハ恐 ラク十數 箇 ニ シ

テ,多 ク トモ20箇 ヲ超ユル モノハ ア ラザル

ベ シ,而 シテ之 等各箇 ノ卵黄細胞 ノ形状ハ皆

不同 ニ シテ一定 ナ ラズ ト雖 モ,強 ヒテ之 ヲ言
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ヘバ概 シテ不正圓形或 ハ不 正橢 圓形 ニシテ,

其 ノ卵殼 ニ接 スル部分 ハ之 ニ一致 シテ球面 ヲ

ナ シ,各 箇相接 スル部 分ハ通常相互 ニ平面 ヲ

ナ シテ相隣接 ス,隨 テ卵 ノ内部 ニアルモノハ

多 ク多角形的 ノ形状 ヲナス.

卵 黄細胞 ノ大サ モ亦個 々相異 ルモ,平 面的

計測 ニ於 テ平均0.030: 0.025-0.030mmヲ 算

ス,其 ノ内部原形質 ハ染色上稍 々濃 厚ニ着色

シ,其 ノ中ニ1箇 ノ小 ナル核 ヲ有ス,該 核 ハ

大 サ約0.006: 0.005mm,橢 圓 形,或 ハ 直徑

約0.006mmノ 圓形 ニ シテ,少 數 ノ顆粒状 ノ

Chromatinヲ 有 ス.

卵 黄細胞體 内 ニ於 ケル原形質 ニ シテ外部 ニ

近 キ部分 ハ,大 小不同 ニシテ圓形又 ハ不正圓

形 ノ卵黄顆粒 ニ ヨリテ充サル.

卵 黄顆粒 ハ其 ノ大 サ,其 ノ大 ナル モノモ約

0.004mmヲ 超 ヘズ,通 常相集 リテ 不正 圓形

ノ集團 ヲ作 シテ存 スル 傾 向大 ニ シテ, 1箇 ノ

卵黄細胞 中ニ數箇 ノ卵黄顆粒集團 ヲ有 スルモ

ノア リ. (Fig. 1, 5)

卵 黄細 胞ハ卵形成 ノ以前 ニ於 テハ斯 クノ如

キ内容 ノ形状 ヲナスモ,卵 形成以後 ニ於 テハ

其 ノ内容及 ビ外貌 ニ於 テ變化 ヲ示 ス,即 チ,

其 ノ細胞核 ハ次第 ニ萎縮 シ,不 正橢 圓形或 ハ

不正圓形 トナ リ,且 其ノ染 色性 ヲ減 ジ,遂 ニ

ハ全 ク核染色色素 ニ依 リ着 色 セザルニ至 リ,

却 テ原 形質染 色色素 ニ依 リテ其 ノ殘骸 ヲ認 メ

シムル ニ過 ギズ而 シテ人工培養1週 ノ後 ニ於

テハ已 ニ全 ク此核殘骸 サヘモ認 メ得ザ ル ニ至

ル モノモア リ.

又,卵 黄顆粒 モ一部 ハ卵形成 ニ使 用サ レタ

ル後 ハ漸次相次 デ 崩壞 シテ微小 ナル(0.0005

-0.002mm)顆 粒 トナ リ,卵 黄細胞體内 ニ平

等ニ混在 スルニ至 リ,遂 ニハ胞質中ニ溶解 ス

ルモノノ如 シ,而 シテ此卵黄顆粒集團ノ崩壞

竝ニ顆粒溶解 ハ特 ニ卵細胞ニ接近スル卵黄細

胞ニ早ク起 ルモノノ如ク,卵 殼ニ近キ邊周ニ

アル卵黄細胞ニ於テハ甚ダ遅延スルモノノ如

シ.

然 レドモ人工培養約2週 以後ニ於テハ卵黄

顆粒集團ハ全ク解體 シテ遺殘スルモノナク,

大部分 ノ卵黄顆粒溶解ニヨリテ卵黄細胞體内

ハ著 シク透明ノ度ヲ加へ,更 ニ卵發育ノ進行

ト共ニ卵黄細胞ハ固ヨリ卵内容ハ益々清澄ノ

感ヲ強 ウスルニ至ル,又 斯ル發育時期 ヨリ次

第ニ卵黄細胞外ニハ大小不同ノ空胞ヲ生ズル

ニ至 リ,各 卵黄細胞 ハ培養第2週 末 ヨリ第3

週初ニ當 リテ相互ニ癒合 シ,漸 次増加スル空

胞ニ壓迫サ レテ稍 々萎縮ノ状態 トナル,其 ノ

癒合セル卵黄細胞體内部 ニハ全ク溶解 スルニ

至 ラザ リシ殘留微小顆粒ヲ混ズルガ故 ニ,胞

質ハ此爲ニ微細ナル顆粒状ヲ呈 シ,細 胞核 ニ

シテ殘存 スルモノ亦弱染色性殘骸 トナルカ,

或ハ全ク退行消失セリ.

以上 ノ如 キ變化 ヲ呈示 スル卵黄細胞 ハ略

ボ,卵 ノ中央部ニ於テ次第ニ發育増大 シ來ル

仔蟲原基及 ビ仔蟲被包膜細胞(後 章參照)等 ニ

壓迫サ レテ卵ノ一極又ハ兩極 ニ帽状或ハ杯状

ヲナシテ壓平 シ,發 育仔蟲原基又ハ仔蟲被包

膜細胞ノ一部ヲ被 フ状態 トナル. (Fig. 11-

18)

仔蟲發育完成ニ近キ卵ニ於テハ,此 癒合 シ

タル卵黄細胞ハ生體標本 ニ於テハ稍々不透明

ナル帽状體 トシテ存シ,染 色標本ニ於テハ原

形質染色色素ニ稍々濃染スル微細顆粒状造構

ヲ示 ス帽状體 トシテ卵ノ一極又ハ兩極 ニ壓平
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シテ存在 スル ヲ認 メ得 ベク,其 ノ數 ハ通常2

-3箇 ニ シテ
,仔 蟲發育 ノ 完成 シ,仔 蟲 ノ卵

外 ニ游出 スルニ當 リテハ仔 蟲 ト共ニ脱 出スル

モ或 ハ卵 内 ニ殘留 スルモ,卵 殼 ノ破 壞 シテ水

分 ト混 ズル トキ直 チニ崩壞 スル ヲ常 トス.

之 ヲ要 スルニ卵 黄細胞 ハ卵細胞 ノ分 割發育

スルニ當 リ,其 ノ卵 黄顆粒 ハ原形質中 ニ溶解

シテ卵 黄細胞體 ヨリ滲 出 シ,發 育仔蟲原基 ノ

營養原 トナルモノノ如 ク,已 ニ シテ此任務 ヲ

果 シタル卵黄細胞ハ漸次的 ニ相癒合 シ更 ニ萎

縮 シテ卵 内ノ一隅 ニ殘 留スルモノニ シテ,仔

蟲 發育 末期 ニ至ルマ デ全ク消 失スル モノニ非

ズ ト謂 フヲ得 ベ シ.

第2章　 卵細胞 及ビ其 ノ分割

本蟲卵 ニ於 ケル卵細胞ハ,其 ノ形状通常短

橢 圓形或ハ之 ニ近 キ圓形ニ シテ,其 ノ大サ約

0.025: 0.0165mmニ シテ卵 黄細胞 ノ略 ボ, 1/3

-1/4大 ナ リ.

新 鮮標 本ニ於テハ,稍 々透明 ノ部分 トシテ

卵殼内 ニ本細胞 ノ存在 ヲ認識 シ得 ベク,染 色

標本 ニ於 テハ,濃 厚 ニ染色 シタル其 ノ胞質 ニ

ヨリテ極 メテ容易 ニ卵 黄細胞 ト區別 シ得 ベ

シ.卵 細胞ハ1箇 ノ大 ナル(0.012: 0.010mm)

核 ヲ有 シ,其 ノ核 ハ微細 ナル顆 粒状 ノChro

matinニ 富 ミ,又 核 内 ニ於 ケル1箇 ノ大ナル

(約0.0035mm)小 核(Nucleolus)ハ 常 ニ著

明ナ リ.

卵 細胞 ハ1箇 ノ蟲卵 ニ於 テ極 メテ稀 ニ2箇

ア リト雖 モ,通 常 ハ1箇 ニ シテ,其 ノ卵 内ニ

於 ケル位 置 ハ固 ヨリ一定 セズ,卵 殼 内壁 ニ接

スルモノ アリ,或 ハ卵 ノ鋭端(後 端)ニ 近 ク存

シ,又 或 ハ鈍 端即 チ小蓋端 ニ存 スル モノ アリ

テ區々タ リト雖 モ,余 ノ少數ナル檢索ノ範圍

ニ在 リテハ,小 蓋端ニ於ケル卵黄細胞ノ内側

即チ卵ノ中央部 ニ存セズシテ小蓋端ニ偏 シテ

卵黄細胞間ニ存 スルモノ最 モ多數 ナルガ如

シ.

斯 ノ如 キ卵 細胞 ハ前述 セルガ如 キ方法 ニテ

人工的培 養 ヲナ ス時 ハ遅 ク トモ4-5日 以 内

ニハ通常分割 ヲ開始 スルモノニ シテ,其 ノ分

割 ノ状 ヲ見ル ニ,核 ノ分割 ハ細胞體 ノ分 割 ニ

先 チ稍 々大サノ異 レル2箇 ノ橢圓形核 ニ分 割

シ,之 ニ次デ細胞體 モ其 ノ各 ノ核 ノ大サ ニ相

當 シテ大小2箇 ニ分割 シ,卵 細胞第一次分 割

ヲ完了 ス. (Fig. 2-4)

此 卵 細胞 ノ第 一次分割 ニ於 テ生ズル2分 胞

球 ハ大サ ニ於テ差 アリ ト雖 モ,甚 ダ著 シキ差

異 ヲ示サ ズ,又 其 ノ細胞體 ノ外貌 モ甚 ダ相異

ラズ ト雖 モ,其 ノ稍 々大 ナル分胞球 ノ核 ハ他

ノモノニ比 シテ多 少胞状 ノ感 ア リ,然 レドモ

其 ノ1箇 ノ小核 ハ他 ノモノニ比 シテ著 シク大

ナ ルヲ常 トス.(0.0032及 ビ0.0023mm)

之 ニ次 デ此2分 胞球 ハ相次 デ分割 シ(通 常

大 ナル分 胞球 ノ分割 ハ他 ノモノニ先 ンズ)更

ニ相次 デ反複分 割 シテ増加 スルモ,其 ノ分割

ノ系統 ハ本蟲 ニ於 テハ追求 スル コ ト困難 ニ シ

テ詳細 ナル點 ニ至 ルマデ理解 ス ル コ トヲ得

ズ,即 チ本蟲卵 ノ分胞 ノ初期 ニ於テハ.生 體

標本 ニ在 リテハ不透明ナル卵 黄顆粒 ノ分胞球

群 ヲ蔽 フテ觀察 ニ不 便ナ ラシメ,又 染色標 本

ニ在 リテハ菲薄ナル連續切片 ヲ作 ル コ ト甚 ダ

容易 ナ ラズ.隨 ツテ其ノ個 々ノ分胞球 ノ分 割

系統 ヲ統 一的 ニ觀察 センコ トハ困難ナル事情

ニ アリタ リ.

然 レドモ分 胞球 ノ總數8-9箇 ノ發育期 ニ
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至 ラバ,其 ノ個 々ノ分胞球 ノ外觀 ト染色性竝

ニ其ノ配置ノ状ニヨリテ稍々其ノ特徴 トスル

所 ヲ觀察 シ得ルガ故ニ,第 一次 分割ニ依ル2

分胞球 ノ更ニ分割増加スル分割ノ系統 ヲ推定

スルコ トヲ得ベシ.

即チFig. 6ニ 於テ示スガ如ク,好 染色性ノ

大小ノ細胞ノ一部ハ1側 ニ於テ集團ヲナシ分

胞スルノ状 ヲ示 スニ反シ,其 ノ他端 ニ於テハ

大形ニシテ比較的淡染色性ノ細胞ノ相並 ビテ

存在シ,且 比較的緩除ナル分胞 ヲナスガ如シ.

之等兩細胞群 ノ内,前 者ハ後來仔蟲ニ發育

スベキ仔蟲原基細胞ニシテ,後 者ハ被包膜系

統 ノ形成ニ關與 スル細胞ナル コトハ各種吸蟲

ニ於ケル先進諸研究者及 ビ日本住血吸蟲仔蟲

發育ニ於ケル余ノ所見ニ依 リテ全ク疑 ヒナキ

所ナ リ.

此2箇 ノ細胞群ハ卵細胞ノ第一次分割ニヨ

リテ生ズル2分 胞球 ノ別々ニ更ニ分割 シテ生

ジタルモノナルコトハ推定シ得ベキモ,果 シ

テ何 レノ細胞群ガ第一次分割ニヨル何 レノ分

胞球 ノ後裔ナルカハ決定 シ得ベクモアラズ.

然 レドモ日本住血吸蟲仔蟲發育ニ於ケル所

見ニ依 リテ見 レバ,仔 蟲原基細胞群 ハ卵細胞

第一次分割ニ依ル小細胞即チ小形ノ小核 ヲ有

スル分胞球 ノ分割増加 シタルモノニシテ,他

ノ被包膜形成細胞ハ第一次分割ニ依ル稍々大

ナル細胞ノ後裔ナルコトハ余 ノ明カニ確證 シ

タル所ナ リ.而 シテ之等兩系統 ノ細胞群 ノ

内,被 包膜系統ノ發生ハ次章ニ於テ詳述 セン

モ該細胞群ニ於テハ,早 晩卵殼内壁 ニ向テ遊

離 シ,之 ニ附着 シテ,後 ニ被包膜 ヲ形成スル

被包膜細胞 ト,仔 蟲原基細胞 ト共 二一團ヲナ

シテ,更 ニ分割増加ヲ營爲 シ,後 ニ仔蟲被胞

膜 ヲ形成スル仔蟲被 包膜細胞 トノ2種 アルモ

ノナリ.

仔蟲原基 細胞群ノ全分胞球數約20箇 ヲ算

スル時期 ニ至 ラバ該細胞群 ハ略 ボ球状 ヲナ

シ,其 ノ細胞配列ノ状ハ外部ニ一層ノ細胞ヲ

繞 シ,内部ニ數箇(2-3箇)ノ 細胞ヲ蔵スルガ

如キ状 トナル,即 チ連續切片ニヨリテ其ノ配

列ノ状 ヲ示セバ第7圖(a-d)ニ 於ケルガ如

シ.

此略ボ,球 状ノ仔蟲細胞群ニ於テ外部ニ於

ケル大形 ノ細胞ハ次章ニ説クガ如ク仔蟲被包

膜細胞ニ分化スルモノニシテ,其 ノ他ノ外部

細胞ハ仔蟲 ノ外表及 ビ主 トシテ表在性器官乃

至組織 ニ分化 シ,内 部細胞ハ主 トシテ仔蟲體

内部 ノ諸器官及 ビ組織ニ分化スベキハ後述ス

ルガ如 シ.

第3章　 被包膜ノ形成

第1節　 被 包 膜

仔蟲發育ノ早期 ニ於 ケル仔蟲原基細胞群ノ

1側 ニ存スル大形 ノ淡染色性細胞ハ其ノ分割

極 メテ緩徐ニ シテ,而 モ甚ダ多數 ニ増加 セ

ズ.其 ノ分胞球總數約8-10箇 ノ發育期ニ於

テ通常2箇 ニシテ,分 胞球總 數約15-20箇

ノ發育期ニ於 テ3-4箇 ナル コト一般ナ リ.

之等ノ細胞ハ被包膜形成細胞 シニテ,其 ノ

一定數 ハ相次 デ,仔 蟲原基細胞群 ヨリ分離 シ,

卵黄細胞ノ間 ヲ通過 シテ卵殼内壁ニ至 リ,此

處ニ於テ細胞體ハ著 シク壓扁 シ,膜 状ヲナシ

テ卵殼内壁ニ沿 フテ擴 リ,又 同樣ニシテ仔蟲

體原基 ヨリ各方面ニ分離 シタル同性 ノ細胞 ト

相連 リテ,茲 ニ全 ク卵殼内壁 ヲ覆 ヒテ,卵 ノ

全内容ヲ被胞 スル被包膜 ヲ形成スルニ至ルモ
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ノナリ.

此特異 ナル遊離細胞及 ビ被包膜 ハScha

uinslandノ 所謂Hullmembranzelle及 ビ

Hullmembran又 中山氏ノ所謂殼膜細胞及 ビ

殼膜ニ一致スルモノニシテ,此 被包膜形成細

胞ノ遊離形式ニ於テハ中山氏ノ日本住血吸蟲

ニ於テ觀察 シ且余ノ同蟲ニ於テ更ニ追證 シタ

ルガ如ク,被 包膜細胞ハ個々相次デ仔蟲原基

細胞 ヨリ分離 シテ卵殼内壁 ニ到達スルヤ,此

處ニ於テハ更ニ分割増加スルコトナク,各 壓

扁 シテ相連 リテ被包膜ヲ形成スル日本住血吸

蟲ニ於ケル ト全ク同樣ニシテ, Schauinsland

ノDist, terreticolle等 ニ於ケル觀察 ト稍 々

異ル所ナ リ.

此被包膜形成細胞ノ分離ハ本蟲ニ於テハ既

ニ中川氏ノ觀察 シタル所 アリ,而 シテ余ノ觀

察 ニヨレバ,其 ノ最初ノ被包膜形成細胞ノ分

離ハ仔蟲原基細胞總數ノ約15-18箇 ノ發育

期ニ於テ起ルモノニシテ,其 ノ最後ノ分離ハ

分胞球總數約30箇 前後 ノ發育期ニ於テ終ル

モノナ リ,此 關係ハ日本住血吸蟲ニ於ケル ト

略ボ同樣ナリ.

而 シテ本蟲 ノ仔蟲發育ニ於テ,此 被包膜形

成ニ參與スル被包膜細胞ノ數ハ通ボ3箇 ニシ

テ4箇 アルモノハ甚ダ稀ナ リ.又 初 メニ分離

スル2箇 ノ被包膜細胞 ハ比較的大形 ナ レド

モ,後 ニ分離 スルモノハ甚ダ小形ナ リ,即 チ

此分離 ノ順序 ト被包膜細胞ノ大サ トノ關係モ

亦 日本住血吸蟲ニ於ケル ト略 ボ同樣ナ リ.

以上ノ如クシテ形成セラレタル被包膜ハ2

葉ノ細胞膜 ヨリ成 リ, 2葉 相接着 シテ離間 ス

ル コトナク,而 モ此2葉 ハ孰 レモ菲薄ニシテ

卵黄細胞壁ヲナセル膜樣質 ト染色上區別 シ難

キモノ多ク.唯 其ノ被包膜細胞核ノ附近 ニ於

テ稍々肥厚スルガ故ニ之 ヲ明カニ認識 スルニ

過ギザル コトアリ.

而 シテ本蟲ニ於テハ,此 卵殼 内壁 ニ於ケル

被包膜ハ日本住血吸蟲ニ於ケルモノヨリモ著

シク菲薄ナリ,即 チ本蟲卵ノ卵殼著 シク厚ク,

且堅キニ比 シテ此被包膜 ノ發育 ノ菲薄 ナル

ハ,之 ヲ日本住血吸蟲 ノ卵殼 ノ比較的薄ク且

其ノ被包膜ノ著明ナルニ比 シテ差異 ヲ呈 セ

リ.

此被包膜形成細胞ノ卵殼内面 ニ於テ壓扁ス

ルニ當 リテ,細 胞核モ同時 ニ著 シク壓扁 シ,

巳ニ完全ナル被包膜 ヲ形成 シタル後 ニ於 テ

ハ,該 核ハ甚ダ不規則ナル形状 ニ變化 シ,切

片標本ニ於テハ通常其 ノ斷面ハ兩端鈍圓ナル

棒状ヲナシ,核 染色色素ニ著 シク好染色性 ト

ナルモ,漸 次此好染色性ハ減退 ス,然 レドモ

仔蟲發育完成ニ至ル迄全ク退行消失スルモノ

ニ非ズ シテ,不 規則ナル形状ノ該殘骸ハ之 ヲ

常ニ認知 シ得ベシ. (Fig. 12, 14, 15, 17)

第2節　 仔蟲被包膜

先 ヅ斯 ノ如 クシテ卵殼内面ニ被包膜ノ形成

セラレタル後ニ於テハ,本 蟲ニ於テモ亦嘗テ

余ガ日本住血吸蟲ニ證明シタルガ如キ,二 次

的ニ發生 シ,且 仔蟲原基細胞群ノミヲ被包ス

ル第2被 包膜或ハ仔蟲被包膜 ト稱 スベキ今一

種 ノ被包膜 ノ形成ヲ見ル,即 チ仔蟲原基細胞

ノ總數約30-40箇 ノ發育期ニ於テ,仔蟲原基

細胞群ノ一端或ハ1側 ニ於 テ其 ノ表面 ヨリ

稍々膨隆 シタル1箇 乃至3箇(切 片標本ニ在

リテハ切斷ノ方向ニヨリテ其ノ數ヲ異ニス)

ノ稍々大形 ノ細胞ヲ見ル,良 好ナル染色標本
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ニ 於 テハ,其 ノ細胞體 ハ仔蟲原基細 胞群 ノ表

面 ヲ被 包 スルガ如 ク稍 々帽状 ニ壓扁 セル ヲ看

取 シ得 ベク, (Fig. 8, 9).細 胞 ハ多 ク外 方ニ

凸隆 シ且 内方ニ凹彎 シ,稍 々腎臓 形 ヲ呈 シ,

顆 粒状 ノChromatinニ 乏 シク且比 較的大ナ

ル1箇 ノ小核 ヲ有 シ,該 細胞 ハ外貌 ニ於 テ卵

殼 ニ於 ケル被 包膜形成 ノ細胞 ニ一致 セ リ.

此 特異 ナル細胞 ハ卵細胞第一次分 割ニ依 ル

大細胞即 チ被 包膜系統 ノ細胞 ノ後裔 ニシテ,

先 ニ卵殼 内面 ニ於 テ被 包膜 ヲ形 成 シタル被 包

膜形成細胞系 ノ仔 蟲原基表 面 ニ残留 シタル細

胞 ヨリ分化 シタル モノナル コ トハ 日本住血吸

蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣 ナ リ ト思考 セ ラル.

而 シテ之等 ノ全數3箇 ノ帽状 ノ細胞 ハ各相

次 デ更 ニ分割 シテ,稍 大サ ヲ異 ニスル大 小2

箇 ノ細胞 トナ リ, (Fig. 10)隨 テ總數6箇 ト

ナル.斯 ク分 割 シタル大小2箇 ノ細胞 ハ殆 ド

常 ニ相隣接 シテ存在 スルモ ノニ シテ,軈 テ其

ノ細胞體 ハ著 シク壓 扁 シ,且 其 ノ邊縁 ハ次 第

ニ延 長 シ, 3對 ノ帽状 ヲナセル 細胞 ハ遂 ニ其

ノ邊縁 ニ於 テ相 連結 シ,謂 ハバ膜状 トナ リテ

仔 蟲原基細胞群 ヲ完全 ニ被 包 ス ル ニ至 ル.

 (Fig. 12, 13)

是 レ即 チ本蟲仔蟲 ノ仔蟲被包膜 ニ シテ,日

本住 血吸蟲 ニ於 テ余 ガ第2被 包膜 トシテ記 載

シタル モノニ一致 シ,其 ノ形成 ノ形式 モ,上

述 ノ如 ク日本住血吸蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣 ナ

リ.唯 其 ノ仔蟲被 包膜形成 ニ參與 スル細胞 ノ

數 ノ彼 ニ在 リテハ3-4箇 ナ レドモ,本 蟲仔蟲

ニ於 テハ通常6箇 稀 ニ5箇 ニ シテ,其 ノ數 ニ

於 テ異 リ,且 其 ノ發育 ハ 日本住血吸蟲 ノ夫 レ

ト比 シテ本仔蟲 ニ於 テ一層著明 ナル ノ點 ニ於

テ異 ルニ過 ギズ.

而 シテ該仔蟲被包膜ハ其ノ厚サ固ヨリ平等

ナルニ非ズシテ,核 ノ存在スル部分ハ核ノ厚

サニ一致 シテ肥厚 シ,邊 縁ニ於テハ極メテ菲

薄ニシテ染色切片標本ニ於テハ僅カニ線状ニ

認 メ得ルニ過ギズ.

斯ノ如クシテ形成セラレタル仔蟲被 包膜ハ

内部ニ於ケル仔蟲原基細胞群ノ逐次分割増加

シテ其ノ表面ニ上皮細胞ノ分化 シ,之 ニ顫毛

ヲ發生セシムルノ時期迄,完 全ニ被包膜 トシ

テ存在スルモノニシテ,上 皮細胞 ノ顫毛ヲ發

生スルニ至ルヤ,漸 次仔蟲外表 ヨリ剥離シテ

退行變化ノ運命ニ陷ルモノ トス.

此退行變化 ノ經過モ亦 日本住血吸蟲ニ於ケ

ル ト全ク同樣ニシテ,膜 状ヲナス細胞體部ハ

漸次染色性ヲ失ヒ,細 胞體部 ハ之 ト共ニ次第

ニ膨大 シ,遂 ニ仔蟲 ト卵 黄細胞殘骸或 ハ直接

卵殼内面ノ被包膜 トノ間ニ無構造帶 トシテ觀

察セラルルニ至 リ,適 當ナル標本ニ於テハ唯

其ノ未ダ全ク失ハ レザル内外ノ細胞膜 ノ染色

性ニ依 リテ,僅 カニ其ノ無構造樣 ニ膨化 シタ

ル仔蟲被包膜 ノ外形 ヲノ ミ看取セラルベシ.

斯ル細胞體 ノ變化 ト共ニ,核 モ亦漸次染色

性ヲ減 ジ,認 識困難 トナルモノアレドモ,亦

未ダ全ク染色性ヲ失フニ至 ラズシテ仔蟲發育

ノ末期ニ至ル迄,無 構造樣細胞質内,或 ハ卵

殼内空胞ニ殘留スルモノアリ,斯 ノ如 キモノ

ハ染色標本ニ於テハ多 ク種 々ノ變形ヲナシ,

核 ノ構造竝ニ小核等ハ全ク不明瞭 トナルヲ一

般 トス.

以上ノ如キ退行變化ヲ來スニ至 リタル仔蟲

被包膜細胞内ノ無構造樣質 ハ主 トシテ透明ナ

ル液性 トナリ,尚 ホ其ノ内ニ大小不同ノ空胞

ノ多少ヲ含有スルモノアリ.
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仔蟲發育ノ末期ニ至 リ,仔 蟲 ノ巳ニ運動ヲ

初 ムル頃 ニ至 ラバ,此 膨化 シタル仔蟲被包膜

細胞ハ一部破潰セラルルコトアリ,又 仔蟲ノ

運動 ニヨリテ個々ニ分離セラルルコトアリ,

或ハ又仔蟲ノ運動 ノ如何ニ依 リテハ,仔 蟲 ト

卵殼内面ノ被包膜 トノ間ニ於テ移動 セラルモ

ノアルヲ觀察 シ得ベシ.

而 シテ遂ニ仔蟲 ノ發育完成 シ,卵殼 ヨリ脱

出スル際ニ於テハ,退 行セシ仔蟲被包膜ハ概

ネ,卵 殼ノ被包膜 ノ破綻 シタル瞬間ニ於テ,

直チニ破壞スルヲ常 トス.

之ヲ要 スルニ,本 蟲ノ仔蟲發育ニ於テモ卵

殼内壁 ニ於ケル被包膜及ビ仔蟲被包膜 ノ發生

ハ共ニ明カニ之 ヲ證明スル所ニシテ,其 ノ發

生 ノ形式竝ニ其ノ運命モ,全 ク日本住血吸蟲

ニ一致スルモノナリ,之 等兩種被包膜ノ發育

ノ程度ハ,各 相異ルベ シト雖モ,其 ノ發生ノ

事實ハ,恐 ラク他ノ一般吸蟲類仔蟲發育 ニ適

用セラルベキモノナルベキカ ト信ズ.

第4章　 器官原基 ノ發生

卵細胞 ノ第一次分割ノ結果ハ被包膜系統 ト

仔蟲原基細胞系統 ノ2種 類ノ細胞ヲ生ズルコ

ト前述 ノ如 シ.

此發育 シテ仔蟲原基 トナル細胞ノ分胞ハ一

般ニ急速 ニシテ,被 包膜細胞ノ分胞3-4箇

ニ及ブ項 ニハ,仔 蟲原基細胞ハ其ノ數既ニ其

ノ數倍ニ及ブ,而 シテ其ノ分割ノ系統ハ之 ヲ

追跡 スルコト甚ダ困難 ニ シテ,隨 ツテ其 ノ

個 々ノ細胞ハ如何ナル器官原基或ハ組織原基

トナルカハ未 ダ全ク追跡スル コト能ハズ,唯

甚ダ複雜ナル分割ノ反覆 ヲ經テ,後 ニ大小不

同ノ分 胞細胞相集 リテ,略 ボ球形 ヲ呈 シ來ル

コ ト,竝 ニ之等大小不同ノ細胞 ノ内,小 形ノ

細胞ハ比較的顆粒性Chromatinニ 富 ミ,細胞

體ノ染色性モ幾分大形細胞ニ勝ルコ ト一般ナ

ルヲ知 ルニ過ギズ.

然 レドモ之等大小不同 ノ仔蟲原基細胞 ノ

愈々増加 シテ,其 ノ數約30-40箇 ヲ算 スベ

キ發育期,換 言 スレバ被包膜細胞ノ最後ノモ

ノノ分離スル時期 ヨリ仔蟲被包膜細胞 ノ分割

ヲ見ル發育期ニ亙 リテ,仔 蟲原基ハ略ボ正球

形或ハ短橢圓形 ヲナシ,其 ノ細胞配列モ略ボ

一定ノ外觀 ヲ示 スニ至ルモノナ リ,即 チ仔蟲

原基細胞群 ノ外部ニハ一層或ハ部分ニヨリテ

ハ2層 ノ比較的淡染色性細胞體ヲ有スル中等

大及 ビ之 ヨリ稍 々小ナル細胞ヲ配列 シ,内 部

ニ於テハ比較的大形ノ而モ濃染色性ノ細胞體

ヲ有 スル細胞 ト其ノ他小形ノ好染色性細胞ノ

混合ニヨリテ占メラル, (Fig. 8-10)而 シテ

尚ホ此仔蟲原基細胞群 ノ最モ外側ニハ處々ニ

帽状ニ膨隆 セル仔蟲被包膜細胞 ヲ附帶 セ シ

ム.

斯ノ如キ細胞配列ヲ示ス時期ハ仔蟲基原細

胞ヲ外部及ビ内部ニ2大 別 シテ觀察 シ得ベキ

最モ早期ニシテ,此 發育期以後ニ於テハ内外

細胞群ノ區別ハ愈 々明瞭ナリ.而 シテ此稍 々

整頓シタル細胞配列ヲ示 ス發育期 ニ於 テハ,

原基ノ外部細胞群ハ更ニ分割増加シテ,主 ト

シテ蟲體 ノ外部ノ組織即チ上皮細胞,皮 下細

胞,皮 下筋肉,及 ビ神經系統等ヲ分化 スベキ

モノニシテ,内 部細胞群 ヨリハ主 トシテ蟲體

内部 ノ諸器官,即 チ腸,排 泄系統,生 殖細胞

等 ヲ分化 スベキモノナリ.

今,更 ニ仔蟲原基ノ發育ニ伴 ヒテ分化 シ來

リ,明 瞭 ニ看取セラルベキ組織及ビ器官原基
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ノ個々ニ就テ逐次之ヲ列挙 センニ,仔 蟲原基

ノ更ニ發育 シテ略ボ,不 正橢圓形状 トナリ,

其ノ外圍ニ於テ仔蟲被包膜 ノ形成セラルル發

育期ニ至 ラバ,仔 蟲原基ノー極 ニ於テハ主 ト

シテ好染色性 ノ小形細胞ノ盛 ンナル分割増加

ヲ見ルベク,其 ノ反對側ニ於テハ主 トシテ比

較的大形ノ細胞ノ分化ヲ認メ,内 部細胞群ニ

於テハ濃染色性 ノ大細胞竝 ニ淡染色性中等大

ノ細胞等ノ分化ヲ見ル. (Fig. 11)之 等ノ内,

一極ニ於ケル小形ノ好染色性細胞ハ主 トシテ

中樞神経系統 ノ原基ナ リ,該 原基ハ之ヲ仔細

ニ觀察スル トキハ,其 ノ原基細胞群ハ兩分 シ

テ區別 シ得ベク,換 言 スレバ兩側的ノ分化ヲ

示 スヲ見ルモノニシテ,此 事實ハ更ニ蟲體 ノ

發育 シテ本系統細胞群 ノ増加 スル ニ隨 ヒテ

益々明瞭 トナルモノナ リ. (Fig. 12, 13)

此中 樞神經原基 ノ分化スル一極 ハ實ニ後來

完成仔蟲ノ前端 トナル部分ニシテ,此 發育時

期 ヨリ以後之ヲ目標 トシテ仔蟲原基ノ前後ノ

觀念ヲ得ベキナ リ.

更ニ仔蟲原基ノ發育進ム ト共ニ,中 樞神經

細胞群ハ稍々内方ニ偏 シ,仔 蟲原基外圍ニハ

所々ニ大形ニシテ且稍 々壓扁セル細胞ノ分化

シ來 リテ配列スルヲ見ルベシ,是 レ即チ上述

セシガ如 ク,中 樞神經原基分化期ニ於テ主 ト

シテ其ノ反對側ニ分化 シタル大形細胞ノ今ヤ

仔蟲原基外表 ニ配列シ來 リタルモノニシテ,

將來仔蟲 ノ顫毛上皮細胞 トナルベキモノ,即

チ上皮形成細胞ナリ. (Fig. 11-14)

而 シテ此上皮原基ノ分化配列スル頃ニハ,

又之 ト同ジク表在性ニ或ハ上皮原基細胞ノ内

側 ニ小形 ノ骰子形或ハ短紡錘形ノ細胞ノ分化

セルヲ觀察 シ得ベシ,

之等ノ内,上 皮原基 ト同ジク表在性ニ或ハ

其ノ稍 々外側ニ位 シテ上皮原基細胞間ニ介在

スルモノハ,余 ガ日本住血吸蟲仔蟲ニ記載 シ

タル所謂上皮間細胞ニ一致スルモノニシテ,

後來顫毛上皮細胞間隙ヲ充填 シテ仔蟲外表ノ

一部 ヲナスモノナリ. (Fig. 12)又 上皮原基

内側二於テ位 スル小形ノ紡錘形或ハ橢圓形細

胞ハ皮下層及 ビ皮下筋肉ヲ形成 スル細胞ノ原

基ナリ. (Fig. 11)

之等ノ外部細胞ノ分化スル時期ニ於テハ又

内部細胞ニ於テモ更ニ稍 々明瞭ナル細胞群 ヲ

區別 シ得ルニ至ルモノナリ.即 チ殆 ド正圓形

ヲナシ且甚ダChromatinニ 富 ミタル大ナル

核 ヲ有スル多稜形ノ大細胞ハ甚ダ著明ニシテ

之ハ即チ原生殖細胞ナ リ,コ レ後ニ分割 シテ

胚細胞ヲ形成スベキモノナリ,此 原生殖細胞

ハ其ノ特有ナル外貌,著 大ナル小核,竝 ニ其

ノ細胞髄 ノ濃染色性等ニヨリテ甚 ダ著明ナ レ

ドモ,其 ノ數多 カラズ,通 常1-2箇 ナルガ

故ニ各切片標本ニ於テ毎常之 ヲ觀察 シ得ベシ

トナスベキニ非ズ.

又通常此原生殖細胞ニ近接 シテ數箇(4-7)

相並 ビテ分化シ來ル,之 ヨリ稍々小ニシテ而

モ著 シク染色性 ニ乏シキ中等大ノ細胞ノ群 ア

リ,コ レ將來蟲體後半ノ體腔ヲ充ス體肉細胞

ノ母細胞ナリ. (Fig. 12)内 部細胞群 ニ於テ,

蟲體ノ前方ニ分化スル比較的大形ニシテ稍 々

濃染色性ノ細胞體 ヲ有 シ,尚 ホ胞状ノ圓形核

ニ比較的著明ナル小核 ヲ備 フル2箇 ノ細胞 ア

リ,是 レ即チ腸 ノ原基細胞ナルモ,其 ノ數少

ク且往々群在 スル中樞神經原基 ニ被ハ レテ觀

察ニ不便ナルコト多 シ.

此腸原基ハ,内 部細胞群中,體 ノ前部ニ分
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化 シタル後,其 ノ前方 ニ存 スル兩中樞神經原

基細胞群 ノ間 ヲ通過 シテ神經 細胞群 ノ前 方ニ

移動 シ,仔 蟲原基 ノ前端 ニ移 リテ,更 ニ分割

シテ腸 ヲ形成 スルモノナ リ.該 原基 ハ内部細

胞群 中ニ分化 シテ未 ダ前 方ニ移動 セザル時期

ニ於 テ比較的明瞭 ニ觀 察 シ得 ベ ク,時 ニ原生

殖細胞 ト混同 スルコ トア レ ドモ,其 ノ細胞核

ノ大 サ,及 ビ外貌 ニ ヨリテ兩 者 ノ鑑別必 ズ シ

モ困難 ニ非 ズ. (Fig. 13)然 レ ドモ腸原基 ノ

仔蟲原基前端 ニ移動 シタ ル後 ニ於 テハ,又 其

ノ附近 ニ,後 述 スル吻牽 引筋細胞分化 ノ爲 ニ

被 ハ レテ,其 ノ認識 常ニ必 ズ シモ容易ナ ラザ

ルモノアリ.故 ニ之等 ノ關係 ニ ヨリテ腸 原基

ハ,此 種 々ノ原基 ノ分化 スル,謂 ハバ原基分

化期 ノ比較 的早期 ニ於 テ,其 ノ觀察 ニ便ナル

ノ ミナリ.

以上種々ノ組織及 ビ器官ノ原基ハ,本 蟲發

育ニ於テ,最 モ著明ナルモノノミニシテ,其

ノ他ノ種々ノ原基ニ就テハ,本 蟲ニ於テ ハ觀

察ニ甚ダ不便ニシテ,今 茲 ニ確信 ヲ以テ記載

スルコト能ハズ,又 此發育期以後ノ發育 ノ經

過ニ於テ分化 シ來ル器官原基ハ,之 ヲ後章,

各器官 ノ發育ノ條下ニ記載セン.

第5章　 器官或ハ組織 ノ發育

第1節　 仔蟲外表ノ發育

仔蟲原基細胞群 ノ外側ニ分化 シ來ル,大 形

橢圓形核ヲ有 スル扁平ナル上皮形成細胞ハ,

仔蟲體表面ニ於テ一定 ノ整然タル配列ヲナシ

テ,仔 蟲原基ヲ全 ク被包スルニ至ルヤ,其 ノ

上皮形成細胞ノ表面ニハ顫毛ヲ發生スルニ至

ル.

顫毛ハ此上皮細胞表面ノ原形質内ニ前以テ

發生 シタル,而 モ蟲體 ノ長軸 ニ一致 シテ點線

状 ニ羅列 スル 顫毛基 底顆粒 ニ立脚 ス ル コ ト

ハ,日 本住 血吸蟲仔蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣 ニ

シテ,基 底顆粒 ハ顫毛 ノ基部 ニ相當 セリ.顫

毛發生 ノ時期 ニ於ケル上皮細胞 ハ,固 定標本

ニ於 テハ特 ニ著明ニ シテ,個 々蟲體 外表 ニ膨

隆 シ,上 皮細 胞 ノ中央部 ニハ共 ニ壓扁 セ ラ レ

タ ル胞状 ノ核 ヲ有 ス. (Fig. 15)

個 々膨隆 シタル上 皮細胞 ノ間隙部 ニハ,已

ニ早ク ヨリ,分 化 シテ介在 セル上皮間細胞 ノ

在 リテ,上 皮細胞間隙部 ヲ充填 シ,兩 者共 ニ

相連 リテ,仔 蟲外表 ヲ形成 スル ニ至 ル.

顫 毛上皮細胞 ハ,蟲 體 ノ更 ニ發育増大 スル

ト共 ニ益 々壓扁 シ,仔 蟲發育完成期 ニ至 リテ

ハ全 ク等厚 ノ薄層 トナル,其 ノ細胞體 ノ中央

部 即チ最 モ高 ク膨 隆 シタル部分 ニ在 リシ本細

胞 ノ核 ハ不正形 ノ殘骸 ヲ多 ク其 ノ邊縁 ニ示 ス

ニ過 ギザルニ至 ル,又 上皮間細胞 ノ核 モ亦退

行性變化 ニ陷 ルモノナ リ.

本蟲 ニ於 ケル顫毛上皮細 胞 ノ配列 ハ,既 ニ

記載 シタルガ如 ク,蟲 體 ノ前後 ニ整然4列 ト

ナ リテ配 列 シ,第1列 即 チ前端部 ノ列 ハ脊腹

各2箇 左右兩側 ニ各1箇 ノ略 ボ2等 邊三角形

状 ノモノ合計6箇 ヨリ成 リ,第2列 ハ脊側 ニ

3箇,兩 側 ヨ リ腹側 ニ 亙 リテ4箇,合 計7箇

ノ略 ボ長方形 ノモノヲ以テ被 包 シ,第3列 ハ

脊側 ニ1箇,腹 側 ニ2箇 計3箇 ノ梯 形状 ノモ

ノ ヨリ成 リ,第4列 ハ唯1箇 ノ帽状 ノモノニ

ヨリテ蟲體後端 ヲ被 フ,而 シテ上 皮間細 胞ハ

上皮細胞 ノ間,而 モ其 ノ各 列 ノ間隙部 ニ於 テ

處 々ニ通 常1箇 宛介在 セ リ. (Fig. 16)

本仔 蟲 ノ顫 毛上皮細胞表面 ニ於 ケル 「クチ

クラ」ハ其 ノ存在 甚 ダ明瞭 ナ ラズ ト雖 モ,其 ノ
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存在ヲ否定スル コト能 ハズ.

又日本住血吸蟲仔蟲ノ發育ニ於テ,嘗 テ余

ノ觀察 シ,「クチクラ」形成 ニ參與スルモノナ

ルベシ ト記載 シタル,上 皮細胞分化期ニ於テ

上皮細胞表面ヲ被包スル扁平 ニシテ而モ甚ダ

小形ナル細胞ハ,本 蟲發育ニ於テハ其ノ分化

明瞭ナラザ レドモ,亦 之ガ分 化モ固ヨリ否定

シ得ベカラズ ト思惟スベキナ リ.

第2節　 皮下層及 ビ皮下筋ノ發育

本蟲發育ノ原基分化期ニ於テ,上 皮形成細

胞ノ内側ニ分化スル小形ノ短紡錘形及 ビ橢圓

形細胞ハ,皮 下層及 ビ皮下筋肉形成細胞ナル

コトヲ前述セリ.之 等 ハ斯ル原基分化期ニ於

テハ,未 ダ何 レヲ皮下細胞 トシ,何 レヲ皮下

筋細胞 ト見ルベキカハ甚 ダ明確ニ理解 シ難 シ

ト雖モ,更 ニ,發 育期 ノ進 ムニ從 ヒテ,之 等

ノ細胞ノ特異ナル配列ヲナスニ至ルニ及 ビテ

ハ,之 ヲ容易 ニ區別 シ得ベク,即 チ皮下細胞

ハ上皮細胞内面ニ扁平 トナリテ配列 シ來 リ,

其ノ細胞體ハ上皮間細胞 ト相連結 シテ,茲 ニ

一層ノ皮下細胞層 ヲ形成 シ(Fig. 15)皮 下筋

細胞ハ此皮下細胞ノ間隙ニ於テ,上 皮細胞内

面 ニ附着 シテ,蟲 體 ノ内方ニ直立 シテ位 スル

モノニシテ,隨 テ其ノ形態ハ全ク,皮 下細胞

ト異 リ,蟲 體内方ニ向 ヒ聳立 シ,其 ノ内端ニ

細胞核 ヲ有 セリ.從 テ細胞體ハ上皮細胞内面

ニ坐スルノ状態ニ在 リ. (Fig. 15)

而 シテ斯カル皮下筋細胞ハ其ノ上皮細胞内

面ニ於ケル基底部 ニ於テ筋纎維 ヲ分化 スルモ

ノニシテ,發 育完成 シタル仔蟲 ニ於テハ,此

筋形成細胞ハ之 ヲ觀察 スル コト能ハズ.

顫毛上皮細胞内面 ニ分化 シタル皮下筋肉纎

維ハ,本 蟲ニ於テハ甚 ダ明瞭 ニ之 ヲ染色スル

コ トヲ得ズ.隨 テ亦之 ト顫毛基底顆粒 トノ關

係ノ如キハ,日 本住血吸蟲仔蟲 ニ於ケルガ如

キ明細ナル觀察ヲ得ザ リシヲ遺憾 トス.

仔蟲發育ノ末期 ニ於テハ,更 ニ新 シク二次

的發生ノ皮下層細胞ノ分化 ヲ認 ム.此 二次的

分化ノ皮下細胞ハ甚ダ大形ニシテ而 モ亦好染

色性ヲ有 シ,胞 状ノ大ナル橢圓形 ノ核ニハ著

大ナル小核アリテ,其 ノ存在 ハ甚 ダ著明 ナ

リ. (Fig. 17, 18)又,此 大形 ノ皮下細胞ハ

皮下筋肉層ノ内面 ヲ被 ヒテ扁平 トナ リ,相 互

ニ突起性細胞體 ヲ以テ連結セリ.

而 シテ又二次的發生 ノ皮下細胞ハ本蟲 ノ更

ニ發育スルニハ重大ナル意義ヲ有スルモノニ

非ザルガ如 ク,恐 ラクハ水蟲ノ次 ノ世代即チ

「スボロチス ト」トナル時代ニ於テ,其 ノ外圍

ノ構成ニ向テ重要ナル役 目テナスモノナラン

ト思惟セラル.

第3節　 吻ノ形成竝 ニ吻牽引筋ノ發育

仔蟲外表ノ發育ノ初期ニ於テ,上 皮細胞ノ

分化 シテ仔蟲原基ノ表面ヲ覆 フノ時期ニ當 リ

テ,蟲 體 ノ前端部ニ於テハ未ダ何等特別ナル

變化 ヲ示サザルモ,進 ミテ上皮細胞ニ於テ今

ヤ顫毛ヲ發生セントスルノ發育期 ニ至 レバ,

蟲體前端ニハ上皮細胞缺除 シ,皮 下細胞層ノ

延長 ヲ以テ被ハ レタル顫毛ヲ發生セザル部分

ヲ認識スルヲ得ベシ.此 蟲體前端部ノ特性ハ

顫毛上皮細胞ノ更ニ發育變化 スル ト共ニ益々

著明 トナルモノニシテ,遂 ニ一種 ノ乳嘴状隆

起 トシテ現出スルニ至ル.

蟲體前端部 ノ内部ニ於テハ,一 方又好染色

性小形細胞ノ分化ヲ見ルベク,其 ノ一部 ハ固
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ヨリ皮下細胞竝 ニ皮下筋肉細胞 ナ リ ト雖 モ,

其 ノ大部分 ハ又別 箇 ノ一種 ノ筋肉細胞群 ニシ

テ,其 ノ染色 性竝 ニ外貌 ニ於 テ皮下 筋細 胞 ト

其 ノ鑑別 ハ甚 ダ困難 ナ ル場合 多 ク,唯 僅 カ

ニ,其 ノ細胞體 ハ長紡錘形 トナ リ,且 蟲體 ノ

長軸 ニ一致 シテ,平 行 シテ配 列 スル場合 ニ於

テノ ミ.之 ヲ確 實 ニ皮下細 胞 ト區別 シ得 ルニ

過 ギズ. (Fig. 15, 16)

更 ニ蟲體 ノ發育 スルニ及 ビテ,此 紡錘形筋

細胞ノ群 ハ筋纎維 ヲ分化 ス,其 ノ分化 シタル

筋纎維 ノ個 々ハ未 ダ甚 ダ明瞭 ニ之 ヲ染色 スル

コ トヲ得 ザル モ,蟲 體 ノ漸次發 育 スル ト共 ニ

此筋纎維 ハ漸次明瞭 トナ リ,其 ノ前 方ハ蟲體

前端 ノ乳嘴状部 ノ先端 ニ附 着 シ,他 端 ノ一部

ハ後方ニ向 ヒテ神經 中樞部 ト連結 スルモ ノノ

如 ク,又 一部ハ主 トシテ左右兩側 ノ第1列 上

皮細胞下 ノ皮下層 ニ連結 スルニ至 ル コ トヲ識

別 スル コ トヲ得ベ シ.

此 特別 ナル筋纎維群 ノ分化 スル時期 ヨリ蟲

體前端 ノ乳嘴状部 ハ一層著明 ニ發育 シ,其 ノ

表面 ニハ「クチ クテ」樣 被包 ヲ被 リ,著 シク前

方 ニ突 出スルカ,或 ハ稍 々體 内部 ニ凹陷 スル

ノ状 ヲナス ヲ觀察 セ ラルベ シ.此 蟲體前 端 ノ

顫毛 ヲ缺 ク突出部 ハ即チ吻(Russel)ニ シテ,

特 別 ナル筋纎維群 ハ此吻 ノ牽引 筋 トシテ役立

チ,吻 ノ牽引竝 ニ其 ノ方向轉換 ヲ司 ルモノナ

ル コ トハ本仔蟲 ノ生體 ニ就 テ明 カニ首肯 スル

所 ナ リ.

而 シテ此吻形成 ト共 ニ,同 時 ニ發育 シ來 レ

ル腸 ノ前端 モ其 ノ尖端 ト連結 スルノ状 明カ ト

ナル.而 シテ此吻 ノ尖端 ハ吸着作 用ヲ營爲 ス

ルモノナ リ.

本 蟲 ニ於 ケル吻 ノ形成 ニ就 テ注意 スベ キハ

彼 ノOrtmannガFasciola hepaticaノ 仔 蟲

發育 ニ於 テ記載 シタル所 謂吻形成細胞, (Russ

elzelle)ト 稱 スル特別 ナル一種 ノ細胞 ニ相 當

スベキ,何 等 ノ細胞 ヲモ,本 蟲 ニ於テハ觀察

シ得 ザル ノ點 ナ リ.

日本住 血吸蟲仔蟲 ノ發育 ニ就 テハ,此 吻形

成細胞 ヲ全 ク缺如 スル コ トハ既 ニ余 ノ記載 シ

タル所 ニ シテ,仔 蟲前端 ハ日本住 血吸蟲仔蟲

ニ於 テハ嘴(Rostellum)ノ 形 態 ヲ有 シ,形 態

上本蟲 ノ吻 ト異ルガ故 ニ,其 ノ形成 ノ樣式 モ

自然吻 ノ形成 ト相違 スベキハ或 ハ首肯 シ得 ベ

キモ,肝 蛭 ニ於 ケル ト同樣 ニ吻 ヲ有 スル本蟲

仔蟲 ニ於 テ,吻 形成 ノ肝蛭仔 蟲 ニ於ケル吻 ト

差異 アルコ トハ注 目スベ キモノナルベ シ.

余 ノ見解 ニ於 テ ハ,文 獻上 ニ於 ケ ル所謂

Russelzelleナ ル モ ノノ分化乃至 其 ノ存在 ヲ

疑 フモノニ シテ,本 蟲 ニ於 テハ日本住 血吸蟲

仔蟲 ノRostellumニ 於 ケ ル ト全 ク 同樣 ニ

Russelハ 上 皮細胞 ヲ缺 キ,皮 下 層ニ依 リテノ

ミ形 成 セラルルモノ ニ シ テ,敢 テ特別 ナ ル

Russelzelleノ 分 化 ヲ必要 トセザルモノ ナ リ

ト信 ズ.

又余 ハ疑 フGoldschmidtノZoogonus

 mirusニ 於 ケル,又OrtmannノFasciola

 hepaticaニ 於 テ觀察 シタル所謂Russelzelle

ナ ル モノハ,或 ハ余 ノ所謂仔蟲被 包膜細胞 ニ

シテ,仔 蟲體 ノ前端 ニ位 スルモ ノ ト同一 ノモ

ノナ ランカ ト.

第4節　 腸 ノ發生

仔蟲原基 ノ前端部 ニ吻及 ビ吻牽引筋 ノ發育

スル間 ニ,此 部分 ニ於テ亦腸 ノ發育 ヲ見 ル,

即 チ本蟲發育 ノ器 官原基 ノ分化期 ニ於 テ,内

63



1186 渡 邊 眞 澄

部 ノ細胞群 ヨリ分化 シタル腸原基 ハ,兩 側的

發生 ヲナ ス神經 細胞群 中 ヲ通過 シテ,(Fig.

 13)蟲 體 ノ前部 ニ出 デ,略 ボ蟲體 ノ尖端 ニ於

ケル乳嘴状吻部 ニ於 テ4箇 ノ腸形成細胞 トナ

ル モノノ如 シ雖 トモ, (Fig. 15)腸 原 基 ノ分

割,竝 ニ其 ノ腸 ヲ形成 スル機 轉 ハ甚 ダ明カニ

之 ヲ觀察 スル コ トヲ得 ザ リキ.何 トナ レバ則

チ本蟲 ニ於 テハ腸 形成細胞 ハ 日本住 血吸蟲仔

蟲 ノ 夫 レニ於 ケルガ 如 クMallory氏 染 色 ニ

依 リテ特 異 ニ染着 スル コ トナ ク,又 腸形成細

胞 ノ周圍 ニ群 ヲナ シテ發 生スル吻牽引筋細胞

等 ニ覆 ハ レテ,其 ノ觀 察 ハ甚 ダ障碍 セラルル

ガ故ナ リ.又 分 割 シタル腸形成細胞 ハ其 ノ細

胞體 ノ染色性甚 ダ弱 ク,爲 ニ其ノ個 々ノ腸 細

胞 ノ種 々ノ形熊 的變化 ヲ充分 ニ追求 スル コ ト

能 ハズ シテ,唯 其 ノ腸細胞 ノ4箇 ノ核 ノ位 置

ト輪廓 的 ニ細胞體 ノ外形 ヲ看守 シ得 テ,本 蟲

ニ於 テモ,腸 形 成 ノ機轉 ハ 日本住血吸蟲仔蟲

ニ於 ケルガ如 ク,蟲 體 ノ前端部 ヨリ下降的 ニ

細胞體 ヲ延長 シテ,神 經細胞群 ノ前部 ニ達

シ,遂 ニ各細胞 ハ 癒合 シテSyncytiumト ナ

リ, (Fig. 16)「 コルベ ン」状 ノ腸 ヲ形成 スル

モノナル コ トヲ想像 シ得 ルニ止 マ リシニ了 レ

リ.

又,肝 蛭仔蟲 ニ於 ケルOrtmannノ 所 謂

Schalenzelleナ ル腸壁 ノ形成 ニ關與ス ル細胞

ハ,本 蟲 ニ於 テハ亦全 ク之 ヲ觀察 スル コ トヲ

得 ザ リキ.然 レドモ之 ヲ認識 セザ リシノ故 ヲ

以 テ余 ハ直 チニ其 ノ存在 ヲ否定 スル モノニ非

ズ ト雖 モ,恐 ラク本蟲 ニ於 テモ,腸 壁 ノ形成

ハ 日本住血吸蟲仔蟲 ニ於 テ余 ガ證 明 シタルガ

如 ク,腸 細胞 ノ細胞膜 ノ變化,即 チ4箇 ノ腸

細胞 ノ相癒合 シテ1箇 トナ リ,其 ノSyncy

tiumノ 外 壁 タル細胞膜 ハ 其 ノ儘 ニ腸壁 ニ相

當 スベキモノニ シテ,本 蟲 ニ於テ彼 ノ大形 ニ

シテ而 モ特異ナル形熊 ヲ有 スル所謂schalen

zelleノ 分 化 セザル コ トハ,却 テ當然 ノ事 ニ

シテ而 モ正當 ナル觀察ナ リ ト信ゼ ン ト欲ス.

發 育完成 シタ ル本蟲 ノ腸 ハ,其 ノ外形略,

「コルベ ン」状 ニ シテ,基 底部 ニ4箇 ノ短橢 圓

形 ノ胞状 ノ核 ヲ有 ス. (Fig. 17, 18)而 シテ其

ノ内腔 ハ少許 ノ弱染色性顆粒 ヲ含有 シ,之 等

ノ状態 ハ全 ク日本住血吸蟲仔蟲 ノ腸 ニ於 ケル

ト同樣 ナ リ.

「コルベ ン」状 ノ腸 ノ前端部 ハ吻 ノ尖端 ニ至

リテ附着 セ リ.

斯 ノ如 キ嚢状 ノ腸 ヲ完成 シタル後 ニ,其 ノ

基底部 ニ アル4箇 ノ核 ハ漸次退行性變化 ヲ示

ス.即 チ其 ノ形状 ハ萎縮 的不正形 トナ リ,核

ノ構造 固 ヨリ,不 明瞭 トナ リ,其 ノ染色性 モ

漸次減退 スル モノニシテ,發 育 完成 シタル仔

蟲 ニ於テハ,僅 カニ其 ノ核 ノ殘骸 ヲ認 ムベ キ

ノ ミ.

之 ヲ要 スル ニ,本 蟲仔蟲 ノ腸 ノ發 育 ハ全 ク

日本住 血吸蟲 ニ於 ケル ト同樣 ニ シテ,原 基細

胞分化期 ニ於 テ内部細 胞 ヨリ分化 シタル腸 原

基 ノ蟲體 前端 ニ移行 シ,此 處 ニ於 テ分割 シテ

4箇 ノ細胞 トナ リ,下 降 的ニ 細胞體 ヲ延長 シ

テ,遂 ニ4箇 相合 シテSyncytiumト ナ リ,其

ノ儘 内腔 ヲ形成 シテ嚢状 ノ"Rudimeutarer

 Darm"ト ナ ルモノナ リ.彼 ノ所謂Schalen

zelleハ 本蟲 ニ於 テハ,分 化 ハ余 ノ甚疑 トスル

所 ナ リ.

第5節　 神經系統 ノ發育

中樞神經系統 ノ原基 ハ原 基分 化期 ニ於 テ兩
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側的分化 ヲナ シテ分 割増加 スル コ トヲ前述 セ

リ.中 樞神經 細胞 ハ其ノ集 團的分割増加 ニ於

テ特異 ニ シテ,又 其 ノ個 々ノ細胞 ノ小圓形ニ

シテ且 強染色性ナル點 ニ於 テ特 ニ著明ナ リ.

兩 側的分化 ヲナ シテ増加 シタル中樞 神經細

胞群 ハ,蟲 體 外部 ニ於 テ上皮細胞其 ノ他 ノ分

化配列 ノ進行 ス ル ト共 ニ,漸 次 内方 ニ移動

シ,略 ボ蟲體 ノ中央部 ニ於 テ,左 右兩側 ノ中

樞神經細胞群相合 シテ1箇 ノ球 形 ノ細胞集團

ヲ形成 シ. (Fib. 14-15)次 デ蟲體 ノ更 ニ發

育増大 スル ト共 ニ,此 神經細胞集團 ハ稍 々前

後 ニ壓平 セラ レタルガ如 キ球形 ヲナ シテ増大

ス.軈 テ其 ノ細胞集 團ノ内部 ニハ弱染色性 ノ

一見無構造樣質 ノ塊 ヲ形成 スルニ至 リ,神 經

細胞群 ハ表在的位置 ヲ占ムルガ故 ニ,中 樞神

經系ハ其 ノ外層 ハ2-3層 ノ神經細胞體部 ニ

依 リテ,謂 ハバ被 包セラル ルガ如 キ状態 ヲ明

カニ認 メ得 ラルルニ至 ル.

此神經細胞 集團ノ内部 ニ發生 スル一見無構

造樣質 ハ,即 チ神經 中樞部 ノ神經纎維群 ニシ

テ,外 圍 ノ神經細胞 ヨリ分化 シタル モノナル

ベ シ ト思惟 セラルルモ,其 ノ個 々ノ神經纎維

等 ハ明瞭 ニ之 ヲ觀察 スル コ ト不可能ナ リ.又

此神經 中樞部 ヨ リ各側 ニ分派 スル神經纎維束

モ甚 ダ不明瞭 ニ シテ,個 々追跡 スル コ ト困難

ナ リ.斯 ノ如 キ神經系統 ノ發育 ハ,本 蟲 ニ於

テ モ,日 本住 血吸蟲仔蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣

ニ シテ,唯 本蟲 ニ於 テハ,此 神經系統 ノ形成

ニ參 加 スル神經細胞 ノ數 ノ日本往 血吸蟲 ノ夫

レニ比 シテ稍 々少數 ナル コ トノ差異 アル ノ

ミ.

神經纎維ヲ分化 シタル後ニ於 テ,之 ヲ被包

スルノ状ニ配列シタル神經細胞體部ハ恐 ラク

ハ相合 シテSyncytiumヲ 形 成 スル モノノ如

シ. (Fig. 17, 18)

以 上 ノ如 ク シテ發育 シ,更 ニ完成 シタル本

蟲仔蟲 ニ於 テハ,中 樞神經系統 ハ蟲體 ノ略 ボ

中央部,即 チ腸基 底 ノ後側 左右 ニ 横走 スル1

束 ノ太 キ弱染色性 ノ神經纎維束 ト之 ヨリ左右

兩側方 ニ走行 スル謂 ハバ側方神經 幹 ノ一部 ト

又神經 中樞部 ヨリ前方竝 ニ後方 ニ分派 スル少

數 ノ神經纎維 束等 ヲ見 ルニ止 ルモノナ リ.其

ノ個 々ノ詳細 ニ就 テハ染色標本上之 ヲ追跡 シ

難 シ.

第6節　 排泄系統 ノ發育

木蟲仔蟲 ノ排泄器 ハ簡單 ニ シテ,蟲 體 ノ後

半 ノ前部,即 チ神經 中樞部 ノ後側ニ於テ,左

右對稱的 ニ存在 スル各1箇 ノ終末細胞 ト,之

ニ接續 シテ複雜 ニ曲行經過 スル各1本 ノ排 泄

管及 ビ其 ノ末端 ニ於 ケル各1箇 ノ排泄孔 トヨ

リ成 ル コ トハ既 ニ鈴 木教授 ニ依 リテ精細 ニ觀

察 セラ レタ リ.

斯 クノ如 ク本蟲仔蟲 ノ排 泄系統 ハ簡 單ナル

ガ故 ニ,其 ノ發育 ノ過程 モ甚 ダ簡單 ニ シテ,

其 ノ發育 ノ形式 ハ一般吸蟲 類 ノ各世代 ニ於 ケ

ル排泄系統 ノ發育 ノ基 準 トサルベキヲ思 ヒ,

本 蟲仔蟲 ノ排泄器發育 ニ對 シテハ極 メテ周到

ナル注意 ヲ以 テ其 ノ觀察 ニ從事 シタル所 ナ レ

ドモ,期 待 ニ反 シテ満足 スベ キ所見 ヲ得 ル コ

ト能 ハザ リキ.排 泄 系統 ノ原基 ノ分化 ノ事情

ノ如 キハ,全 ク之 ヲ捕 ヘテ他 ノ原基細胞 ト區

別 ス ルコ ト能 ハズ.又 終末細胞 ノ分化 モ之 ト

全 ク同樣 ニシテ,其 ノ顫毛發生 ニ際 シテモ,

其 ノ染色性 ノ弱 キニ依 リテ カ之 ヲ明瞭 ニ看 取

スル コ トヲ得 ズ,更 ニ又排泄管 ノ形成 ニ至 リ
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テ モ何 等 ノ所見 モ得 ザ リキ.

之等 ノ困難 ハ嘗 テ 日本住血吸蟲仔 蟲 ニ於 ケ

ル排泄器發 育 ノ觀察 ニ際 シテ等 シク經驗 シタ

ル所 ナ レ ドモ,而 モ尚 ホ漸 ク 日本住 血吸蟲 仔

蟲 ニ於 テハ,其 ノ排泄器發育 ノ概 念 ノ ミハ之

ヲ明カニスル コ トヲ得 タ リ.

本 蟲仔蟲 ニ於 テハ唯僅 カニ其 ノ排 泄管末端

ニ於 ケ ル排 泄管終部 即 チCoeノ 所 謂Eud

blase竝 ニ排 泄孔 ノ發 生 ヲ,本 蟲 ニ於 テモ日

本住血吸蟲仔蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣 ナル形式

ニ於 テ形成 セラルル モノナル コ トヲ知得 シタ

ル ニ過 ギズ.

即 チ第2列 及 ビ第3列 上 皮細胞 ノ略 ボ境界

ノ高サ ニ於テ而 モ左右 兩側 ノ皮下 ニ於 ケル各

1箇 ノ排 泄系 ノ細胞 ハ,其 ノ細胞體 ノ變 化ニ

依 リテ管腔 ヲ形成 シテCoeノ 所謂Endblase

ト成 リ,其 ノ一方 ハ排泄管 ニ通 ジ,他 方 ハ細

小管 トナ リテ上皮間細胞層 ヲ穿通 シテ蟲體外

表 ニ開 口シテ排泄孔 トナルモノニ シテ,此 發

生 ノ形式 ハ日本住血吸蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣

ナ リ.

本 蟲仔蟲 ノ排泄系統 ノ發育 ニ於テ興味 ア リ

トスル所 ハ,先 キニ日本住血吸蟲仔蟲 ノ排泄

系發育 ニ於テ著 明且特異ナ ルモノ トシテ觀察

シタル,余 ノ所 謂泡状 腔,即 チLoossノ 所 謂

Lacunarer Zwischenraumニ 一致 スベ キモ

ノナ ランカ ト記載 シタ ル一種 ノ泡状 ノ腔隙 ノ

本蟲仔蟲 ニ於 テハ如 何 ナル發育期 ニ於 テモ之

ヲ觀察 シ得ザ リシコ トナ リ,日 本住血 吸蟲仔

蟲 ニ於 テハ,此 泡状腔隙 ノ存在 ノ位置 ハ,發

生早期 ニ於 テハ恰 モ終末細胞 ノ分化 スル位 置

ニ相 當 シ,之 ヨリ終末細胞 ノ分離 シタル時期

ニ於 テハ, 1側1對 ノ終末細胞 ヨリ起首 スル

1對 ノ排泄管ノ集合部ニ當 リ尚ホ且之 ヨリ排

泄孔ニ至ル排泄管ノ始端ニ相當 シタルモノナ

レドモ,本 蟲仔蟲 ノ排泄器 ハ前述 セ シガ如

ク, 1側1箇 ノ終末細胞ノ排泄管ノミナルガ

故ニ,集 合部 トシテ役立ツベキノ意味 ニ於テ

ハ,此 泡状腔隙ノ發生 シ來ラザルハ本蟲ニ於

テ敢テ不自然ナラザルベギカ ト思惟 セラル.

然 リト雖モ,斯 ノ如 ク此泡状腔ハ不必要性

ニ依 リテ發生シ來 ラザルカ,或 ハ又其ノ發生

甚ダ著明ナラズシテ余 ノ觀察ニ洩 レタルモノ

ナルカ未 ダ全ク不明ナ リ.

故 ニ本蟲仔蟲ニ於ケル排泄系統 ノ發育ハ上

述 セル如ク,兩 側各1箇 ノ終末細胞 ト排泄管

終部竝ニ排泄孔 ヲ作ル1箇 ノ細胞 トニヨリテ

形成セラルベキモ ノナルコトノ ミハ明白ニシ

タル所ナ レギモ,此 兩者ノ間ニ於ケル排泄管

ノ形成ニ就テハ,此 兩細胞ノ細胞體連結ノ直

チニ管腔形成 ヲナシテ其 ノ儘排泄管 トナル

ヤ,或 ハ特ニ排泄管ノ形成ニ關與スル他 ノ細

胞ノ存在スルヤ否 ヤハ不明ニシテ更ニ一層精

細ナル觀察ニ待タザルベカラズ.

第7節　 體肉細胞,胚 細胞及ビ

其ノ他ノ發育

本蟲仔蟲ニ於ケル體肉細胞及 ビ胚細胞ハ其

ノ發生ノ機轉全 ク日本住血吸蟲ニ於ケル ト同

樣ナリ.即 チ器官原基 ノ分化 スル發育 ニ於

テ,内 部細胞群中ニ集合的ニ分化シ來ル圓形

ノ核ヲ有スル數箇ノ細胞ノ群 ハ(Fig. 12, 13,

 15)即 チ體肉原基ニテ,其 ノ附近ニ存在スル

原生殖細胞 ト共 ニ,蟲 體 ノ發育ニ伴 ヒテ漸次

其ノ後體部ニ移動 シ,中 樞神經細胞球 團ノ形

成ノ時期ニ於テハ共ノ後部 ノ體半ヲ占ムルニ
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至 ル,而 シテ之 ヨリ後,此 處 ニ於 テ分割増加

シテ,小 形 ノ圓形核 ヲ有 スル骰子形 ノ體肉細

胞 トナ リテ蟲體後半 ヲ充 ス. (Fig. 15-18)

之 ト共 ニ原生殖 細胞 モ亦分 割 シテ,濃 染色

性ナ ル多稜形細胞 トナ リ内 ニ略 ボ 圓形 ニシ

テChromatinニ 富 ム大形 ノ核 ヲ備 フル胚細

胞 トナル. (Fig. 16-18)

分 割 シタル胚細胞 ハ通常體 肉細胞 ノ間 ニ,

個 々散在 シ,發 育完成 セ シ仔蟲 ニ於 テハ其 ノ

數末ダ 甚 ダ多 カラズ シテ,概 ネ3-5箇 ニ 過

ギズ各箇 ノ胚細胞 ハ仔 蟲體 内 ニ於テハ分胞現

象 ヲ示サズ,換 言 ス レバ, Keimballen等 ニ

發育 シ,又 ハ其 ノ過程 ヲ辿 ラン トスルモノ全

ク之無 シ.

以上 ノ如 キ著明 ナル器官 ノ他 ニ本蟲仔蟲 ニ

ハ又日本住 血吸蟲仔蟲 ニ於 テ一種 ノ感覺器 ト

シテ鈴木教授 ノ觀察 シ且記載 シタル1對 ノ特

別ナル器官 ヲ具 フ,本 器 官 ノ發 生 ノ機轉 ニ就

テハ日本往血吸蟲仔蟲 ニ於 テ余 ノ既 ニ詳述 シ

タル所 ナルモ,本 蟲 ニ於 テハ此發 生 ノ經過 ハ

通常甚 ダ明瞭 ナ ラズ,且 又,神 經 中樞部 トノ

關係 モ明カ ニ之 ヲ立證 スル コ トヲ得 ザ リ シ

モ,發 育完成 セ シ仔 蟲 ニ於 テハ,本 器官 ノ存

在 ハ明瞭 ニ シテ,其 ノ器 官基部 ニハ著明 ニ遺

殘 スル細胞核 ヲ染色 シ得 ベク(Fig. 18)其 ノ

位置 モ 日本住 血吸蟲仔蟲 ニ於 ケル ト全 ク一致

スルガ故 ニ,本 蟲 ニ於 テモ,本 器官 ハ日本住

血吸蟲仔蟲 ニ於 ケル ト全 ク同樣 ニ,各1箇 ノ

細胞 ノ變 形 シテ形成 セラルルモノナ リ ト信 ジ

テ可 ナル ベ シ.

日本住 血吸 蟲仔蟲 ニ於 テFaust及 ビMele

ney兩 氏 ガ觀察 シ,余 ガ發 生上之 ヲ追證 シ且

其 ノ形態 ニ就 テ訂 正 シタル氏 等ノ所 謂Late

ral glandsナ ル モノハ,本 蟲仔蟲 ニ於 テハ

發生上詳 カニ之 ヲ觀察 スル コ トヲ得 ズ,又 發

育完成 シタル仔蟲 ニ於 テモ,其 ノ發育甚 ダ明

瞭 ナラズ.

尚 ホ又,所 謂頭腺及 ビ日本住血吸蟲仔蟲 ニ

於 テ鈴 木教授 ノ觀察 シタル 「レンズ」状體 等

ハ,本 蟲仔蟲 ニ於 テハ確 實ナル所見 ヲ得 ル能

ハズ シテ其 ノ存在及 ビ發 生ハ暫 ク疑問 トシテ

保留 セザルベ カラザ ルヲ遺憾 トス.

擱筆スルニ臨 ミ,恩 師鈴木教授ノ懇篤ナル御

指導ヲ辱フシ,且 御校閲 ノ勞ヲ賜 リタル御厚志

ニ對シ,謹 而満腔 ノ謝意ヲ表ス.
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附 圖 説 明

Dtz.=卵 黄細胞　

Dtzk.=卵 黄 細胞 核

Dtk.=卵 黄 顆粒 集 團

D.=腸 或 ハ其 ノ原 基

Dz.=腸 形 成 細 胞 或 ハ

其 ノ核

Eiz.=卵 細胞

Eh.=仔 蟲被包膜

Ehz.=仔 蟲被包膜細胞

Ehzk.=同 上細胞核

Ep.=顫 毛上皮細胞或

ハ上皮形成細胞
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Epk.=同 上細胞核

G.=原 生殖細胞

Gr.=中 樞神經細胞

Hz.=被 包膜細胞

Hm.=被 包膜

Hzk.=被 包膜細胞核

Iep.=上 皮間細胞

Kz.=胚 細胞

Mz.=皮 下筋細胞或ハ

其 ノ原基

N.=神 經中樞部或ハ

其 ノ神經纎維

P.=體 肉 原 基

Pz.=體 肉 細胞

R.=吻

Retr.=吻 牽 引筋 或 ハ其

ノ細 胞

Sep.=皮 下 層 或 ハ 皮 下

細 胞

So.=感 覺 器 或 ハ其 ノ

細 胞 核

Tz.=終 末 細胞

本附圖ハ固定染色標本ヲZeiss, Ok. 4, Obj. 1/12

Immノ 組合セニ於テ, Abbe氏 描畫装置 ヲ以テ 描

寫シタルモノナリ.而 シテ固定 ノ如何ニヨ リテハ,

卵 内容 ノ收縮 シ,爲 ニ卵内容 ト卵殼 トノ間ニ空隙

ヲ示スモノアルモ,生 體標本ニ於テハ固 ヨリ此空

隙ハ缺除スベキモノナリ.

Fig. 1.未 ダ變化ヲ示サザル卵黄細胞

Fig. 2-4.卵 細胞及ビ其ノ分割

Fig. 5.犬 糞 便内ヨリノ未ダ後育 ヲ示サザル本

蟲卵

Fig. 6.卵 細胞ノ反覆分割ニヨル被包膜形成細

胞及ビ仔蟲原基ノ兩系統 ノ細胞分割ヲ

示ス. E.仔 蟲 原基細胞 ノ分割増加.

 Hz.被 包膜系統ノ細胞 ノ分割

Fig. 7.仔 蟲原基細胞 ノ總分胞球數約20箇 ノ發

育期ニ於ケル細胞配列ヲ連續切片ニヨ

リテ示ス. aハ 最下層. dハ 最上層. 

H.被 包膜系統 ノ細胞

Fig. 8. Hz.被 包膜形成細抱 ノ後期ニ於ケル分

離 ヲ示ス. Ehz.仔 蟲被包膜細胞

Fig. 9. Fhz.仔 蟲被包膜細胞 ノ壓扁

Fig. 10. Ehz.仔 蟲被包膜 ノ分割シ,且被包膜形

成

Fig. 11.器 宮竝ニ組織原基 ノ分化スル發育期. 

Gz.中 樞神經細胞 ノ集團的分化. G.原

生殖細胞. Ep.上 皮原基. Sep,皮 下層

原基

Fig. 12.同 上發育期, Gz. 1側 ノ中樞神經細胞

群. P.體 肉原基 ノ分化. Mz.皮 下筋細

胞 ノ分化配列. Hzk.被 包膜細胞核ノ

小形ナルモノ(後期分離 ノモノ)

Fig. 13.同 上發育期. Gz.左 右兩側 ノ中樞神經

細胞 ノ集團的分割増加. D.腸 原基ノ

内部細胞群中ニ分化 シ,前 方ニ移動ス

ルモノ

Fig. 14.器 官及ビ組織 ノ發育期. Gz.兩 側神經

細胞群ノ合併. Hm.被 包膜(固 定 ノ爲

卵内容 ト共ニ收縮シ,卵 殼ヨリ剥離セ

ルモ,生 體標本ニ於テハ然ラズ)

Fig. 15.上 皮細胞 ノ配列竝ニ顫毛發生 ノ初期. 

Retr.吻 牽引筋細胞 ノ一部. Dtz.癒 合

シタル卵黄細胞ノ集積. N.神 經中樞

部.即 チ神經細胞集團ノ内部ニ公化ス

ル神經纎維群. Ehz.仔 蟲被包膜 ノ仔蟲

體ヨリ剥離シ,膨 化シタルモノ,或 ハ

其 ノ細胞體内ノ液質層

Fig. 16.發 育末期. Ehzk.仔 蟲被包膜細胞核殘

骸. D.腸 形成竝ニ其 ノ細胞核. Iep.上

皮間細胞, Kz.胚 細胞. Pz.體 肉細胞.

Fig. 17.發 育完成シタル卵内仔蟲. Epk.退 行

變化ヲ示ス上皮細胞核. Eh.膨 化 シタ

ル仔蟲被包膜殘骸. Sep.二 次的ニ分化

シタル大形 ノ皮下細胞

Fig. 18.同 上. Dzk.腸 ノ核殘骸. Gzk.神 經細

胞核殘骸. So.感 覺器ノ核殘骸(點 線ハ

該器官 ノ方向ヲ示ス). Tz.終 末細胞 ノ

Trichter及 ビ顫毛 ノ横斷面. Retr.吻

牽引筋 ノ一部

68



渡 邊 論 文 附 圖
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